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◆◇◆◇◆  2442回例会  ◆◇◆◇◆

　2017/ ８/18

司会　安江　啓

「奉仕の理想」　「みかんの花咲く丘」　斉唱

「四つのテスト」　唱和

◆◇◆◇◆◇　会長挨拶　◇◆◇◆◇◆

会長　橋本　幹雄

　イスタンブール（トルコ）経由でギリシャに入り、

アテネ港からミコノス島、クレタ島、パトモス島、サ

ントリーニ島とエーゲ海の島々を、堪能して昨夜の10

時半過ぎに自宅に帰って来ました。ピーカンの好天気

に恵まれた10日間は、青(空)と蒼（海）と白(白壁に

統一された建物)そして、赤（夕陽）の４色の世界で

した。 

　「本日は理事会がありますので必ず会長は出席する

ように」と鬼幹事のキツイお達しがありましたので、

疲労と時差ボケのなか老体に鞭打ってほうほうの体で

やってまいりました。 

　私は「知る悲しみ」を知ってしまってから、本物に

会いたい、実物をこの目で見たいという欲求と好奇心

が沸々と湧き起って止まらなくなってしまいました。

例えば、落差1,000ｍのエンジェルホール（ベネズエラ）

の滝を見てしまえば、華厳の滝や那智の滝の200ｍに

満たない滝を見ても満足できないのです。「イグアス

の滝」（ブラジル）の滝壺に突入するパワーボートに

乗ってしまえば、「ナイヤガラの滝」（アメリカ・カナ

ダ）が可哀想と呟いたルーズベルト夫人の嘆きが体感

できるのです。 

　南米チリのパタゴニア南端にあるペリトモレノ氷河

では、海面から60ｍ（氷河の厚さは一番厚い所で700ｍ

もあるそうです）もそそり立つ氷河が海面に水飛沫を

上げて雪崩落ちる様を目（ま）の当たりにすると、ア

ラスカの氷河が小さく見えてくるものなのです。 

このように「知る悲しみ」とは、一度極上の料理を食

べてしまうと並の料理では舌が満足できなくなってし

まうことです。でも、この「知る悲しみ」は、「知ら

ない悲しみ」よりも比べ物にならないくらい上等な悲

しみなのです。本当に尊敬に値するすごい人に出会っ

てしまうと、口先だけで偉そうに云っている人が可哀

想に思えてくるものです。 

　富士山も月も遠くで見ている分には綺麗だなぁと思

いますが、よくよく近くで見てみれば瓦礫の山なので

す。「人間、見た目が９割」と云う本がありましたが、

見た目で判断するとえらい目に合うことがあります。

人間は軽薄に見た目で判断なんかしてはいけません。

「人間は見た目じゃない！外見だ」ってバカなこと言っ

ていた人がいましたが…。（ジョークです）俗に『名

物に美味いものなし』と云いますが、『有名人に本物

なし』を加えてみたくなる時もあるものです。 

会員の皆様もこのロータリーの中で、本物に出会って

下さい。そして、「知る悲しみ」を味わって下さい。

そのためには、まず本物に直に触れることです。

　本日の理事会について、２つだけ私からご報告致し

ます。 

１�．橋岡ガバナー年度の地区幹事（１～３名）の人事

要請がありましたので、理事会において佐野会員が

推挙されました。あと１名は将来を見据えて比較的

若手にお願いしたいと思っております。 

２�．八千代市国際交流協会より本年はタイラー市との

姉妹都市25周年記念にあたり、タイラー市からの来

訪者のホームビジット（10月29日（日）時間10：00

～ 16：00の間各家庭に招きランチを共にする）の

要請がありましたので、国際奉仕委員会を通じて募

集しますので、ご協力下さい。



03

◇◆◇◆◇　幹事報告　◇◆◇◆◇◆

　幹事　三井　啓久

理事会報告

・９月22日は情報委員会担当例会を炉辺会談に変更し、　

　18時30分開始と致します。

・50周年記念式典の決算が承認されました。

▲ サントリーニの市街地 ▲ サントリーニ島＋クルーズ船

▲ 花　嫁

・�地区大会記念ゴルフ大会が藤ヶ谷カントリークラブ

にて開催されます。回覧しますので、ご希望の方は

ご記入下さい。

・�お手元に活動計画書を配布しました。修正が必要な

部分がありましたら文章でご連絡下さい。

・�出席免除者15名の申請が承認されました。未申請の

方は江口出席委員長までお申し出下さい。

・�白鳥パストガバナーから50周年記念誌のお礼状が届

きました。素晴らしい出来栄えで、又、素晴らしい

式典でしたとの事です。

・�２月に米山の卓話をされました、事務局の武本様が

過去の奨学生に連絡をして下さいましたところ、郭 

曦光さんからお返事があったそうですのでご案内し

ます。

・他クラブの活動計画書を回覧します。
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◆◇◆◇◆◇　委員会報告　◇◆◇◆◇◆

青少年奉仕委員会　委員長　中村　賢治

　交換留学生のフェルディナンド君が23日に来日しま

すので、出迎えのご協力をお願い致します。

　９時30分に成田空港第１ターミナルにお越し下さ

い。

　又、田村一真くんは29日11時40分に成田空港第２

ターミナルから出発となります。同じく９時半に集合

となります。人数の確認をしますので、お越しになれ

る方はお声掛け下さい。

奉仕プロジェクト委員会　統括委員長　朝戸　健夫

　８月７日に2790地区のセミナーに参加しました。各

奉仕委員会の事例紹介と財団基金の活用、又、在日ス

リランカ大使のダンミカ・ディサーナーヤカ閣下基調

講演がございました。詳細についてご興味のある方は

お声掛け下さい。

50周年実行委員会　副実行委員長　君塚　欣哉

　理事会にて決算が承認されましたのでご報告致しま

す。

　収入11,687,549円、支出10,527,862円、残1,159,687

円となりました。残金の取り扱いについては改めて実

行委員会、会長幹事にて協議の上、理事会に提出致し

ます。

杉　晟会員

　お手元に寄付のお願いを配布致しました。詳細につ

いては後日説明致しますのでご一読の程、よろしくお

願い致します。

親睦活動委員会　委員長　鈴木　利雄

・�地区大会記念ゴルフの参加希望について回覧しま

す。

・�当クラブの秋の親睦ゴルフ開催についても回覧しま

す。当日は月見の会もございます。

　日時：10月13日（金）　９時30分スタート

　場所：佐倉カントリークラブ

◆◇◆◇◆◇　お祝い　◇◆◇◆◇◆

本人誕生日： 安宅　照男会員　・鈴木　利雄会員

夫人誕生日： 鈴木　恭代様（鈴木　利雄会員）

出席委員会　委員長　江口　茂勇

本日の出席率：�会員数51名　対象者数47名

　　　　　　　出席者42名　出席率89.3％

◆◇◆◇◆◇　例会行事　◇◆◇◆◇◆

会員増強・退会防止委員会　委員長　中島　仁

　本日の卓話を古川会員にお願いしました。貴重なお

話が聞けると思いますので皆さまご清聴の程、よろし

くお願い致します。

テーマ：雪国を後にして57年人生を振り返って

卓話者：古川　洋会員

　私が生まれた所は東北地方の南側山形県の米沢市、

その中でも福島県との県境にあたる万世町という小さ

な町です。奥羽山脈のふもとで文字通り豪雪地帯です。

12月の中ごろに降った雪は根雪となり３月迄雪の中で

過ごします。山も道路も一面真っ白で４か月間は土の

色は見えません。もちろんバスも車も通りません。移

動手段はただひたすら歩く事です。雪が解ければ自転

車を使いますが自分も高校時代は片道１時間半歩いて

学校まで通いました。バレー部をやっていましたので

練習が終わった８時ごろ吹雪の夜道を歩いて家に帰る

のは相当根性がいりました。そのころは自分の記憶で

は雪はほとんど毎日降っていたようです。

　そんなところで昭和18年４月27日に生まれたそうで
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す。祖母と両親、兄２人の中に３男坊として生まれま

した。ここで不思議な事があるのですが、20年が終戦

ですよね。自分の父は軍人ですから終戦は中国で迎え

ているはずなのです。その後ロシア軍の捕虜になりウ

ランバートルに抑留され３年後の23年に函館に帰って

きたのです。そうすると自分が生まれる10か月前には

おやじは戦地にいたのではという疑問が出るのは変で

すか？自分のおやじは誰なんだろう？（深く追求する

のはやめます）

　そんなわけで、自分が５歳の時に父が帰ってきまし

た。それから後は弟が生まれる、妹が生まれるで家族

は８人になりました。家は農家でしたから祖母をヒッ

トウに総活躍社会の始まりです。両親はもちろん兄も

妹もよく働きました。そして自分が米沢を後にする昭

和37年には５反歩の農地が４町歩に増えていました。

おやじは帰還してから10年ほどで５反歩の畑を８倍の

大農家に拡大しました。今考えてみると私のおやじも

大変な実業家だったと思います。

　昭和37年３月20日。まだ雪だらけの米沢を出征兵士

さながらの出で立ちで校歌と応援歌に送られながら東

京へ向かって夜行列車に乗り込みました。当時のわが

母校の米沢工業高校は硬派ぶっているけれどもものす

ごく軟派な高校で酒はのめのめ、もくふかせが王道で

酒とたばこで停学になった友人がいっぱいいました。

この日は駅前広場に大きな円陣を組んで一升瓶を回し

飲みして送ってくれたものです。きっと停学を覚悟の

上だったと思います。駅前に交番がありましたが、さ

すがにこの時ばかりは大目に見てくれたようです。

　夢にまで見た東京に着いたのが21日の朝６時。それ

から新橋、豊洲と移動して10時からの石川島播磨重工

の入社式に参加して当時の社長土光敏夫の訓示を１時

間聞かされました。それから間もなく土光社長は東芝

の社長になり、その後経団連会長に推挙され一躍有名

人になったわけです。

　入社してから３年間は真面目に机に向かって産業用

機械や運搬機械の設計にまい進しておりましたが、子

供のころの夢とか野望がむらむら湧き上がり自分も何

か事業を起こせるかもしれないと思ったのはこのころ

で、土光社長の影響も少しはあったのかもしれないで

す。このころは日本中がオリンピック後の好景気に沸

いて池田勇人総理の所得倍増論がささやかれ我々も金

の卵と、もてはやされたころです。わが社石川島播磨

重工も進水量が世界一になったころで重厚長大の最先

端を走っていたころです。給料もそこそこもらってい

たし、仕事も順調だし、何の不満もない会社勤めだっ

たけれど５年で退職しました。一人で何かをやりたい

から．．．が、その時の理由でした。

　ちょうどそのころ、東京のガラス問屋に勤めていた

３つ違いの兄から、仲間との関係がうまくいかず会社

を辞めたい旨の相談がありました。「２人で会社をつ

くろう」の話に２つ返事でＯＫしたのは22歳の春だっ

たと思います。

　それからが地獄の始まりでした。兄はガラス問屋に

いました関係でサッシ屋をやろうということはすぐに

決まりましたが、金もない、車もない、住むところも

ない、材料を仕入れるところもない、ところでの開業

です。無謀だったと思います。無い無いづくしの中で

２人にあったのは体力と若さとやる気だったと思いま

す。

　当時のサッシは、不二サッシより初めてＦＫと言う

ホームサッシが発売されたのですが、サッシとは何か

もわからない人がほとんどでしたから、サッシの説明

から始めました。デモ品を持って、カタログを持って、

歩きながらの工務店訪問は３年ほど続きました。次第

にお客さんも増えてなんとか食える見通しがついた時

にオイルショックに打ちのめされ、少しずつ貯めた貯

金もすっからかん。また１から出直しと気張ってみて

も仕入れの材料だけが値上がりして売り上げと利益は

減るばかり。が何年も続きました。

　爪に火をともすような生活を一変させる出来事が起

きたのはこのころでした。

　八千代市内、千葉市内の学校のスチールサッシをア

ルミに変える動きが出てきまして、市内の教室とか体

育館の窓という窓はほとんど改修しました。

まさに神風が吹いた感じでした。

　その翌年、私も27歳になって嫁をもらい兄の会社を

退社し古川建商株式会社を立ち上げました。それから

45年、勝田台の土と空気にどっぷりとつかりながら、

いまだに現役で社長業を続けています。後を継ぐ息子

は２人おりましたが、弟の方を26歳で亡くしまして、

今は長男が一人で頑張っているようです。社長を譲る

にも貧乏会社はいらないと言われ、なかなか継いでも

らえません。現場でぴんぴんころりもありかな？

ご清聴ありがとうございました。



■クラブ会報委員会
委員長：大中 宏道　副委員長：安宅 照男携  帯：０９０－３１３３－０８３９　ＴＥＬ：０４７－４８７－１０８５

ＦＡＸ：０４７－４８５－５５６７

■出席委員長 江口 茂勇

■例会日 金曜日 12:30 ～ 13:30
■例会場 パッソノヴィータ（〒276-0049 八千代市緑が丘１-１-１ 公園都市プラザ１Ｆ  FAX：047－450－0050）

TEL：047－459－5806
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会員総数　　　　　　　　出席対象者 出　席 ％

8/18 51 47 42 89.3

みかんの花咲く丘
加藤省吾　作詞 ／ 海沼　実　作曲

みかんの花が　咲いている

思い出の道　丘の道

はるかに見える　青い海

お船がとおく　霞（かす）んでる

※�第二次世界大戦の終戦直後に生まれた、日本を代表する童謡の

ひとつとして知られる。1946年8月25日発表。

◆◇◆◇　ニコニコＢＯＸ（\13,000）◇◆◇◆

杉　　　晟：遠藤さん、ホールインワン記念品頂きあ

りがとうございました。遅ればせながら

ホールインワンおめでとうございます。

古川さん、卓話楽しみにしています。

中島　　仁：古川さん卓話よろしくお願いします。早

退します。

安宅　照男：８月25日欠席します。すみません。

市原　正男：古川さん、がんばらないで、リラックス！

君塚　欣哉：古川さん卓話楽しみです。

浅野　正敏：古川さん卓話頑張れ！

風間　　茂：古川会員卓話楽しみにしています。

大中　宏道：古川会員、卓話楽しみにしています。

上代　修二：古川さん卓話楽しみにしています。

江口　茂勇：古川様卓話たのしみにしております。

鈴木　利雄：古川会員卓話楽しみです。

◆◇◆◇　友愛ＢＯＸ（\27,000）　◇◆◇◆

安宅　照男：誕生祝ありがとうございます。これから

です頑張ります。

鈴木　利雄：57才になります。まだまだ時間に追われ

てます。

鈴木　利雄：妻にきれいなお花をありがとうございま

す。

橋本　幹雄：ギリシャからトルコを巡って、ミコノス

島・クレタ島・サントリーニ島とエーゲ

海を堪能して来ました。

稲山　雅治：古川さん卓話楽しみです。本日は子連れ

で御迷惑おかけします。

佐野　忠信：孫を含め家族９人で妻の実家（石川県）

に墓参りに行ってきました。

江頭　泰利：これから残暑が厳しそうですね。

田村　隆治：いよいよ来週、留学生のフェルディナン

ド君が来日します。皆様、よろしくお願

いします。

朝戸　健夫：古川会員卓話よろしくお願いします。

安江　　啓：古川会員卓話楽しみにしております。

中村　賢治：古川さん卓話楽しみにしてます。

寺沢　一三：古川さん卓話よろしく。

中島　貞好：古川会員卓話よろしくお願いします。

佐野　忠信：古川洋さん卓話楽しみにいたしておりま

す。

宮野　宗雄：古川洋会員卓話楽しみにしております。

松戸　英雄：古川さん勝田代表卓話楽しみにします。

三井　啓久：古川さん卓話よろしくお願いします。前

回も欠席しました。

◆2017年８月のロータリーレート＝111円


